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小樽開発建設部総合評価審査委員会の審議概要について 

～第３８回総合評価審査委員会を開催しました～ 

 

 

 

 

 

  小樽開発建設部は、発注する工事の技術提案に対し、中立かつ公平な審査・評価を確保する 

 ため、学識経験者から意見を徴収することを目的として、小樽開発建設部総合評価審査委員会 

を設置しております。 
  今回の委員会では、令和６年４月１日から令和６年９月３０日までに契約した工事１９件が 
対象となり、そのうち３件を抽出して審議が行われました。 

 

 

  （対象工事） 
      ・石狩湾新港 岸壁（－１２ｍ）建設その２工事 

・ニセコ地区 西富中央工区区画整理工事 

      ・一般国道５号 仁木町 水野川橋Ａ２橋台外一連工事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 令和７年３月６日に第３８回小樽開発建設部総合評価審査委員会を開催しましたので、 

審議概要について別紙のとおりお知らせいたします。 



第３８回 小樽開発建設部総合評価審査委員会 審議概要 

開催日・場所 令和７年３月６日（木） 小樽開発建設部 第 1会議室 

委 員 長 穴沢  眞（小樽商科大学 学長） 

委   員 

 

高野 伸栄（北海道大学工学研究院土木工学部門社会資本計画学研究室 教授） 

八木 宏樹（小樽商科大学 名誉教授） 

山本 泰司（北海道科学大学工学部都市環境学科 教授）       （五十音順） 

議   事 【審 議】 

工事の審査について 

① 石狩湾新港 岸壁（－１２ｍ）建設その２工事 

② ニセコ地区 西富中央工区区画整理工事 

③ 一般国道５号 仁木町 水野川橋Ａ２橋台外一連工事 

 

委員からの意見・質問、それに対する回答等 

【 審 議 】 

 令和６年４月１日から令和６年９月３０日までに契約した工事の中から抽出された３件について工 

事概要説明及び審議を行った。(以下、入札参加者の提案またはその評価に係わる内容は、技術提案 

に関する機密保持の観点から記載していない。） 

○石狩湾新港 岸壁（－１２ｍ）建設その２工事 

意見・質問 説明・回答 

・ 新技術導入促進型での新技術活用提案につい

て、全参加者が同じ新技術を提案し評価に差が

つかないが問題ないのか。 

・ 海上作業における安全対策について、評価内容

を説明してほしい。 

・ 同じ技術提案となるテーマの設定を続けると、

過去に受注した会社の落札可能性が高くなるの

では。 

・ 新技術導入促進型工事の目的として、NETIS

登録技術の現場活用促進が目的であること

から、提案に差がつかなくても問題ない。 

・ 評価内容を説明し、了解をいただいた。 

 

・ 工事内容を踏まえて同じテーマにならない

ように工夫している。 

○ニセコ地区 西富中央工区区画整理工事 

意見・質問 説明・回答 

・ 一括審査方式適用工事の場合、同じ社が複数の

工事を受注することは可能か。 

・ ライフライン事故防止に関する評価を説明して

ほしい。 

・ 同じ社が複数の工事を受注することはでき

ない。 

・ 評価内容を説明し、了解をいただいた。 

○一般国道５号 仁木町 水野川橋Ａ２橋台外一連工事 

意見・質問 説明・回答 

・ 「ＣＰＤの取組」評価とは。 

 

 

・ 企業の賃上げ加点措置について、確認したい。 

 

・ 技術者の継続教育のことで、特定の学習プロ

グラムを受講して付与されたＣＰＤ単位に

応じて加点している。 

・ 配点の設定方法について説明し、了解をいた

だいた。 



・ 「履行確認方法」の評価において無加点となっ 

  ている者があるが、判断が厳しいのではないか。 

・ 札入金額を評価で上回る逆転ケースは少ないの 

か。 

 

 

・ 施工方法、効果、履行確認方法の３点をセッ

トで評価している。 

・ 総合評価落札方式の実施状況や落札要因の分 

析を開発局全体で毎年度取りまとめているの 

で後日説明したい。 

 

【 総 括 】 

・ 本日審査の 3 件ついて適切な評価と認める。 

 

以上 

 


